
穿孔作業立会チェックリスト R2.11改

※ 太枠内は水道局が記入する。

サドル メーカー 型番

密着コア メーカー 型番

自社

A　安全確認 確認 適 指導 否

A1 関係機関と協議し、立会等を行った資料はあるか □ □ □ ―

A2 当該埋設管に相違ないことを確認しているか 注４） □ □ □ ―

A3 保護具（安全靴、ヘルメットなど）を適切に着用しているか □ ― ― ―

A4 必要に応じて、適切な土留工を施しているか □ □ □ ―

B　資格証確認

B1 資格証を提示してもらい、本人であることを確認できたか □ □ □ ―

C　穿孔機確認

C1 その管種に応じた穿孔機であるか □ □ □ □

C2 □ □ □ □

D　材料確認

D1 サドル付分水栓は適切な材料か □ □ □ □

D2 密着コア（防錆スリーブ）は適切な材料か □ □ □ □

D3 □ □ □ □

Ｅ　施工関係

穿孔開始前確認

E１ サドル付分水栓取付け位置の外面を十分清掃しているか ― □ □ ―

E2 取り付け箇所は図面どおりか ― □ □ ―

E3 他の給水管の分岐位置から30㎝以上離れているか ― □ □ ―

E4 ボルトが片締めにならないよう平均して締め付けているか ― □ □ ―

E5 締付ﾄﾙｸは適切であるか ― □ □ ―

E6 サドルのコックは開となっているか ― □ □ ―

E7 水圧試験（試験圧力0.75MPa）の結果は良好か ― □ □ □

穿孔中確認

E8 切り粉を排出でき、切り屑が残らないように施工しているか ― □ □ ―

穿孔終了後確認

E9 密着コア（防錆スリーブ）を適切に挿入したか　 ― □ □ ―

E10 ― □ □ ―

局職員の立会　　　　　　　　　 ・あり　　　　 　　　　　　　・なし　　　　　　　

総合評定注３）　　　　　・良好　　　　　　　　　　　・普通　　　　　　　　　・不良
改善が必要な事項等

M20

DIP 75

VP -

PP -

（注意事項） １．局評価欄に1項目でも「否」があれば、穿孔を認めない。

３．局職員の立会「なし」 又は 総合評定で「不良」の場合は、水道工事業者確認者名を必ず記入すること。

局事業所名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 水道工事業者

確認者名　
注３）

使用材料
JWWA B 117合格品であることを確認できる資料（カタ
ログ・梱包材等）を現場にて提示すること

住　　所 立会日時 令 和 年 月 日 時 分 ～ 時 分

業者名
立会者名

天
候有資格者名 上記社員・それ以外

　資　格　 　　□給水装置工事配管技能者講習会修了者　□給水装置工事配管技能検定会合格者　□給水装置工事配管技能者認定証交付者　　

受付番号 水栓番号 管種・口径 DIP ･ VP ・ PP    φ　　　　     ×

出水は良好か（清水確認）

No. 項目 局評価 
注１）,２） 備考

ドリルの種類は、管内面の種類に適したものか

防食フィルム他、穿孔作業に必要な材料は揃っているか

２．評価について　「適」は局の指導等を要しなかった場合、「指導」は「適」相当とするために局が現場で指導した場合、 「否」は局
の指導にも拘わらず改善が図られない場合を指す。

４．管識別テープ、他企業との事前確認資料、その他方法に基づいても、対象とする配水管であることが確認できない場合は、穿孔
を中止することがある。

標準締付ﾄﾙｸ
(N.m)

ﾎﾞﾙﾄ呼び径
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管
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類
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40

40


